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Report

創
建
後
初
の
大
規
模
工
事　

　
明
治
39
年
創
建
の
町
指
定
有
形

文
化
財「
下
町
橋
」。築
１
０
０
年

以
上
経
過
し
て
い
る
同
橋
で
は
、

令
和
３
年
の
点
検
で
壁
石
の
張
り

出
し
や
抜
け
落
ち
な
ど
の
老
朽
化

が
発
覚
。大
規
模
な
補
修
工
事
に

踏
み
切
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
12
月
に
始
め
た
工
事

は
、こ
と
し
７
月
に
終
了
。今
回
の

工
事
で
は
壁
石
を
一
度
取
り
外

し
、破
損
部
分
や
抜
け
落
ち
を
擬※
1

石
に
替
え
て
組
み
直
し
ま
し
た
。

壁
石
の
修
復
に
合
わ
せ
て
、ガ
ー

ド
レ
ー
ル
も
石※
2

造
高
欄
に
変
更
。

約
１
年
７
カ
月
に
お
よ
ぶ
工
事
を

経
て
、創
建
当
時
の
美
し
い
姿
を

取
り
戻
し
ま
し
た
。

巡
り
合
わ
せ
に
感
謝

　

７
月
29
日
に
は
開
通
式
を
開

催
。長
谷
和
人
町
長
や
近
隣
住
民
、

工
事
関
係
者
な
ど
46
人
が
参
加

し
、工
事
の
終
了
を
祝
い
ま
し
た
。

施
主
を
代
表
し
て
長
谷
町
長
は

「
無
事
に
お
披
露
目
が
で
き
た
の

は
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

理
解
の
賜た
ま
も
の物

。今
回
の
改
修
に
立

ち
会
え
た
と
い
う
巡
り
合
わ
せ
に

も
感
謝
し
て
い
る
。永
久
に
維
持

で
き
る
石
橋
を
架
け
た
先
人
の
志

を
受
け
継
ぎ
、こ
れ
か
ら
も
末
永

く
地
域
の
大
事
な
財
産
と
し
、地

域
の
人
々
が
安
心
安
全
に
往
来
で

き
る
よ
う
管
理
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
に
は
里
宮
神

社
の
工
藤
さ
ん
一
家
４
世
代
を
先

頭
に
渡
り
初
め
。歩
き
終
え
た
工

藤
駿
介
さ
ん（
90
＝
下
城
）は「
下

城
地
区
に
暮
ら
し
続
け
、由
緒
あ

る
石
橋
を
４
世
代
で
渡
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
巡
り
合
わ
せ
に
感

謝
し
て
い
る
。気
分
爽
快
だ
っ
た
」

と
喜
び
を
見
せ
ま
し
た
。
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下
町
橋
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▼
橋
長　

17
・
５
㍍

▼
幅
員　

３
・
25
㍍

▼
創
建　

明
治
39（
１
９
０
６
）年 

▼
構
造　

単
一
ア
ー
チ
橋

▼
指
定　

昭
和
56
年
に
町
指
定
有

形
文
化
財
に
指
定

▼
橋
の
呼
び
名

①
下
町
橋

両
岸
の
地
名「
下
城
」と「
古
町
」か

ら
取
っ
て
名
付
け
ら
れ
た

②
権
現
橋

橋
の
南
側
に
権
現
様
の
社や

し
ろが

あ
っ

た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

③
志し

た多
ま
ち
は
し

親
柱
に
は
変※

体
仮
名
で「
志
多
ま

ち
は
し
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。「
志

多
く
」と
い
う
願
い
を
込
め
て

使
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

下町橋の親柱

壁石取替前（右）と取替後（下）

下染田側から観た補修前（左）

と補修後（下）

上流から観た補修前（上）と補修後（左）

■下町橋について

　下町橋は本町を流れる都川に架かる石造アーチ橋。

前身は木橋か土橋だったようですが、８～ 10 年ごと

に架け替える必要があったため、永久に橋を維持でき

るようにと、明治39年に石橋に架け替えられました。

　当時の湯前村の議事録によると、村から材木などの

提供を受け、地元住民が主体となって下町橋を架けた

ようです。材木が良材であったため、材木を売った代金

で石橋を架けることになった、という話も伝わってい

ます。担当した石工は不明ですが、種
※

山石工の流れをく

む人たちが来たらしいといわれています。

■補修工事経過

　下町橋では平成29 年から定期点検を行ってきまし

た。平成31 年には国・県合同の点検で 、専門家を交え

て補修工法を検討し、令和２年に設計。令和３年に２回

目の点検を行った結果、壁石の張り出しや抜け落ちが

確認されました。令和４年に補修工事を開始。特殊な工

事であること、出水期を避ける必要があることから、工

事は長期におよびました。

　町指定文化財の補修であるため創建時の技法を用

い、ガードレールは創建当時の石造高欄に変更。補修箇

所は擬石修復をし、 文化財としての価値を損なわない

ように補修しました。

開通した下町橋を渡る参加者

※１  セメントや砂、砕石などを材料にして、天然石に似せて作った人造石

※２  石材で作られた柵。廊下や橋などの転落防止に取り付けられる

※江戸後期に熊本藩八代郡種山手永（現八代市東陽町）に住んでいたとされ

る石工の技術者集団

※
明
治
33
年
以
降
、学
校
教
育
で
使

わ
れ
て
い
な
い
平
仮
名
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全国の強者が奥球磨でタスキでつなぐ

「第３回奥球磨駅伝競走大会」開催

奥球磨駅伝競走大会

　大会当日は交通規制をします。通行可能な道路でも交通渋滞や混雑が予想されます。コース沿道に

お住まいの皆さんや各事業所などの関係者の皆さんには、大変ご迷惑をおかけいたします。奥球磨駅

伝競走大会の開催に、温かいご理解とご協力をお願いします 。

〈予定時間・場所〉
10：00～11：15 ごろ　県道  33 号線（古

こ ぶ ち

渕橋先～岩野小学校前交差点）

10：00 ～12：40 ごろ　国道388 号線（時の公園前交差点～高瀬交差点）

10：00 ～13：00 ごろ　国道219 号線（多良木駅前交差点～時の公園前交差点）

11：00 ～12：10 ごろ　国道219 号線（多良木駅前交差点～免田東交差点）

交通規制（全面通行止め）

〈注意〉
・コースに接する道路にも交通規制がかかることがあります

・当日は安全確保のため、予告なしで交通規制する時間や路線を変更することがあります

・産交バスの10時～13時の便は運行中止となります。ご理解とご協力をお願いします

10月６日（日）
※雨天決行

10：30スタート
■高校の部（７区間＝42.195㌔）

■大学・実業団の部（４区間＝42.195㌔）

種  目

Imformation
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　８月３日、ソロアー

ティストとして活動

中のヨネミツミサト

さん（37＝北海道出

身）が湯前駅舎内にあ

湯前町の魅力をPR
移住フェア2024 に参加

　８月３日、東京交

通会館で「移住フェ

ア2024」が開かれ、

本町も参加。当日は

全国から134 団体

高校生×自転車
ツアーオブ九州2024

　８月17日、町内で高校生の自転車ロードレース大会

「ツアーオブ九州（主催：熊本県自転車競技連盟）」が開

かれ、国内のみならず、韓国やシンガポールから118

人が出場。１周7.7㌔の周回コースを14 周するレース

は迫力があるものでした。

　同大会は熊本地震や豪雨災害からの復興祈念として

同連盟が企画。本町での開催は３回目となりました。

17 日～20 日の４日間で、熊本・大分県内の４カ所を

まちのできごとTopics

４年ぶりの屋外開催
湯前保育園夕涼み会

　８月３日、湯前保育園で夕涼み会が開かれ、園児や保

護者らが参加。普段とは少し違った園児のかわいらし

い姿が見られました。

　ことしは天候に恵まれ、屋外で実施したのは４年ぶ

り。保護者会長の工藤正明さん（30 ＝中里２）は「子ど

もたちが話してくれる保育園の出来事を聞いて、成長

の速さに驚かされる毎日。今日は子どもたちが楽しめ

るよう、出店とゲームを準備している。家族の皆さんに

も子どもたちと一緒に最後まで楽しんでもらいたい」、

長谷和人会長は「待ちに待った夕涼み会。暑い中ではあ

るが、園児の皆さんは楽しんでもらいたい。短い時間で

はあるが、家族の皆さんにも楽しんでもらいたい」とあ

いさつしました。

　園児たちは和太鼓や歌を元気よく披露。みんなで盆

踊りをした後は出店やバザー、ヨーヨー釣り、輪投げな

どのゲームを家族、みんなで楽しみました。

1_キリでの穴あけに苦戦中 2_

講師の熱のこもった説明 3_音

が出て一安心

２

地域の伝統文化を引き継ぐ
篠笛作り（伝統芸能継承活動）

　７月17 日、中学１年生38 人が湯前中学校体育館で

篠笛作りを体験しました。

　同校が進める伝統芸能継承活動の取組の一つとして

行われ、今回は「浅鹿野棒踊り」の演奏に使う和楽器を

制作。篠笛奏者として活躍している村山二朗さん（神奈

川県出身）に指導をお願いし、キリで竹に穴を開ける作

業からスタートしました。使い慣れていない道具で細

い竹に穴を開けるのは一苦労で、二人一組で協力して

作業する生徒もいました。

　制作を終えた古市歩
あ む

夢さん（上里３）は「初めはうま

く作ることができるか心配だった。穴を開けてきれい

な形に削ることが難しかったが、指導のおかげで納得

できる形に削ることができた。完成して音がでたとき

はうれしかった」と話しました。
※９月には和楽器鑑賞会・演奏体験が予定されています

ピアノと歌で元気を
ストリートピアノ公演会

るストリートピアノを使って公演会を開催。ヨネミツさん

のライブを鑑賞しようと12人の観客が集まりました。

　ヨネミツさんは2021年にグループでメジャーデ

ビュー。昨年47都道府県を訪問。ことしグループを卒業

し、再度全国を訪問中。昨年に続き本町に来町されました。

　昭和歌謡曲を中心に６曲を演奏したヨネミツさんは

「グループを卒業してソロで二度目の全国訪問を目指

すことになったとき、一度目の訪問で熱意を感じた・多

くの人が集まったということで湯前町を第一候補にし

た。大きな声援や身振り・手振りなどしてもらえて、演

奏していて楽しかった」と話しました。

■結果　湯前町特設コース  107.8㌔（7.7㌔×14周）

①村瀬 琶
は お と

音さん（中国地域選抜）

②桑原 悠さん（中国地域選抜）

③CHA A SEOMさん（Korea Gyeongbuk Team）

④松田 奏太朗さん（松山学院高等学校）

⑤内田 樂
がく

さん（九州選抜）　

２時間39分01秒

２時間39分02秒

２時間39分07秒

２時間39分14秒

２時間39分30秒

が出展。800 人以上が来場し、本町のブースには20 人

以上が訪れました。

　今回のイベントは全国各地の移住・田舎暮らしの相

談を受けるNPO法人「ふるさと回帰支援センター」が

主催。本町は「隊員募集！温泉付きキャンプ場でイベン

ト企画や情報発信！」をテーマに出展しました。

　本町を代表してPR を行った地域おこし協力隊の

佐々木佑樹隊員（30＝下城）は「参加者が途切れること

なくブースが盛り上がった。『湯前に行って話を聞いて

みたい』『車の免許が取れ次第応募したい』など、移住に

前向きな声が多かった」と話しました。

１

２

３

舞台に繰り広げられる本大会。ことしは本町が初日開

催で、選手らは第１・２回とは違った緊張感が伝わっ

てきました。猛暑日の中での大会となり、選手はもちろ

ん、観客の皆さんも水分を取りながら、熱い声援を送っ

ていました。
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人のうごき

７月
人口＝3476 人
（男＝1650  女＝1826）    

世帯＝1520 世帯  
※７月31日時点

ご冥福をお祈りします

中武  勝馬（浜川）

東  登（中里２）

山中  スエ子（浅鹿野）

荒木  利八（野中田３）

香典返し

中武  則子（浜川）

東  ツギ子（中里２）

山中  正彦（浅鹿野）

誕生おめでとう

平山  七
な な せ

聖（中猪）
静也・ゆか

島田  翔
か い

唯（下村）
翔太・瑞奈

ハマる子どもたちを支援
湯前町特別支援連携協議会夏季研修会

　８月１日、湯前町保健センター

で「湯前町特別支援連携協議会夏

季研修会」を開催。湯前小・中学校

の教員や保護者など60 人が参加

しました。同協議会は特別支援教

育の普及啓発などを目的に活動しています。会長の中村富人教育長

は「今回の講演に高い関心を持って参加された人が多い。本日学んだ

ことを今後に生かしてもらいたい」とあいさつしました。

　今回の研修では九州ルーテル学院大学の講師、疋
ひ き た

田忠寛さんが

『ゲーム・ネットにハマる子どもたちの理解』と題して講演。「依存か

ら抜け出すにはゲーム・ネット以外の活動も増やすこと」「禁止では

なく家庭でルールを定めることが大切」などを学びました。

出生祝い金贈呈

メッセージ
お姉ちゃんと仲良くすくすく育ってほしい

平山  七
なな せ

聖 ちゃん

R6.6.21 生（中猪）
静也・ゆか

ボランティア精神勉強中
小中学生ワークキャンプ

　湯前小・中学校の児童・生徒を

対象としたワークキャンプが８

月２日・６日・７日に高齢者生活

福祉センター「湯愛」、特別養護老

人ホーム「福寿荘」で開かれ、８人

が参加しました。湯前町社会福祉協議会が毎年夏休みに開催してい

て、ことしは福祉をテーマにボランティア精神を学びました。

　はじめに車いすの扱い方を学び、リハビリの見学や昼食の配膳手

伝い、レクリエーションで利用者との交流を楽しみました。初めての

活動でとまどった様子でしたが、利用者と話すことで緊張がほぐれ

たようで、いつのまにか積極的に動けるようになっていました。

History

教育課 学芸員  松村 祥
しょうじ

志

湯
前
歴
史
散
歩

城
泉
寺（
浄
心
寺
）保
存
の
歩
み
④

　
昭
和
８
年
１
月
、城
泉
寺（
浄
心

寺
）の
阿あ
み
だ
ど
う

弥
陀
堂
と
境け

い
だ
い内

に
立
つ

九
重
石
塔・七
重
石
塔
が
国
宝（
旧

国
宝
）に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。国
宝

指
定
に
前
後
し
て
、徳
富
蘇そ
ほ
う峰

や

山
崎
正ま
さ
た
だ董

な
ど
知
名
の
士
が
城
泉

寺
を
訪
れ
て
い
て
、城
泉
寺
が
だ

ん
だ
ん
と
に
有
名
に
な
っ
て
い
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

戦
争
前
後
の
動
向

　
時
代
は
戦
争
へ
と
突
入
し
つ
つ

あ
り
ま
し
た
。戦
時
中
の
湯
前
国

宝
保
存
会
の
動
向
は
不
明
で
す
。

活
動
が
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
国
宝
保
存
会
が
活
動
を
再
開
し

た
の
は
、終
戦
後
の
昭
和
22
年
４

月
の
こ
と
で
し
た
。明
導
寺
の
藤

岡
孝
雄
が
会
長
と
な
っ
て
、城
泉

寺
の
保
存
に
向
け
た
活
動
を
再
開

し
た
よ
う
で
す
。城
泉
寺
で
は
屋

根
の
破
損
が
進
行
し
、雨
漏
り
し

て
い
ま
し
た
。九
重
石
塔
の
最
上

部
は
先
年
の
暴
風
雨
で
落
下
し
、

無
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。保

存
会
で
は
、修
理
費
用
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

重
要
文
化
財
へ
の
移
行

　

一
方
で
、日
本
の
文
化
財
保
護

制
度
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。昭
和
25
年
、奈
良
の
法

隆
寺
の
火
災
を
き
っ
か
け
に
文
化

財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
国
宝
は
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、重
要

文
化
財
の
中
で
も
特
に
優
れ
た
も

の
が
改
め
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
法
の
制
定
で
、城
泉
寺
も
重

要
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。翌
年

昭
和
26
年
３
月
31
日
、本
町
は「
湯

前
町
重
要
文
化
財
顕
彰
保
存
会
設

置
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。同
条

例
で
は「
本
町
に
あ
る
重
要
文
化

財
を
保
存
し
、活
用
を
図
り
、広
く

文
化
に
貢
献
す
る
」た
め
に
会
を

設
置
し
、重
要
文
化
財
の
管
理
や

修
理
な
ど
、保
存
に
必
要
な
取
組

を
進
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま

す
。管
理
人
に
つ
い
て
の
規
定
も

あ
り
、今
に
続
く
本
町
の
文
化
財

管
理
人
制
度
に
つ
な
が
り
ま
す
。

城
泉
寺
祭
典
の
開
催

　

昭
和
26
年
８
月
24
日
、湯
前
町

重
要
文
化
財
顕
彰
保
存
会
の
第
１

回
目
の
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
長
は
湯
前
町
長
の
豊
永
鶴
一
、

副
会
長
に
は
町
議
会
か
ら
田
代
鉄

作
、管
理
人
に
は
山
北
政
常
と
明

導
寺
に
委
嘱
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。続
け
て
城
泉
寺
の
祭
典

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
ま

す
。会
議
録
に
よ
る
と「
以
前
は

春
秋
彼
岸
の
中
日
が
祭
り
で
あ
っ

た
が
、保
存
会
と
し
て
や
る
と
き
、

年
一
回
秋
の
彼
岸
の
入
り
に
し
て

は
い
か
が
か
」と
の
意
見
が
出
さ

れ
、異
議
な
く
決
定
し
て
い
ま
す
。

催
し
物
と
し
て
太
鼓
踊
り
の
出
演

を
依
頼
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。９
月
６
日
に
第
２
回
の
会
議

が
開
催
さ
れ
、祭
典
の
式
次
第
や

招
待
者
な
ど
が
具
体
的
に
決
め
ら

れ
、９
月
21
日
に
祭
典
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
城
泉
寺
の
祭
典
は
形
を
変
え
な

が
ら
、今
で
も
秋
の
彼
岸
の
法
要

と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

国宝指定を報じる新聞記事

昭和27年  城泉寺での太鼓踊り

メッセージ
おとなしい子に育ってほしい

島田  翔
か い

唯 ちゃん

R6.7.5 生（下村）
翔太・瑞奈

年
に
１
度
の
恒
例
行
事

　

８
月
15
日
、下
村
区
子
ど
も
会
が
毎

年
恒
例
の
神
輿
担
ぎ
を
行
い
ま
し
た
。

公
民
分
館
に
集
ま
っ
た
10
人
の
子
ど

も
た
ち
は
法は

っ
ぴ被

に
着
替
え
、自
作
の
か

わ
い
ら
し
い
神
輿
を
担
い
で
準
備
万

端
。１
時
間
以
上
か
け
て
地
区
内
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。盆
の
夕
刻
に
下
村
区

で
は
笛
の
音
や
鈴
の
音
、子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。交代で神輿を持って移動
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環 境

９月の不燃物収集は

　　　   ４・18日（第１・３水曜日）です

次のものはクリーンプラザに持ち込めません

消火器・テレビ・タイヤ・タイル・金庫・石
せっこう

膏ボード

管理栄養士  田中 朋子

９月17日は中秋の名月

4,790
3,160
3,460

燃
え
な
い
ご
み
（kg）

－300

7,660

11,880

リ
サ
イ
ク
ル
品
（kg）

－330

19.33kg(先月から1.73kg増)
※リサイクル品を除く７月の一人当たりのごみの量

粗
大
ご
み
（kg）

870
730

有
害
ご
み
（kg）

20
0

燃
え
る
ご
み
（kg）

－2,270

55,640
63,160
65,430

７月分

６月分

昨年７月分

ルールを守ってゴミ出しを

栄 養

暮らし・健幸

■【作り方】

①さつまいもは、皮をむき、輪切りにして

茹でる

②茹で上がったら、熱いうちにつぶす

③白玉粉に水を加える

④②・③・砂糖・塩を加えてこね、一口大に

丸める

⑤沸騰した湯で団子を茹でる。茹であ

がったら水につける

⑥黒砂糖に湯を加えて火にかけ、沸騰し

たら火を止める

⑦器に団子を盛り付け、黒蜜ときな粉を

かける

　十五夜は別名「芋
いもめいげつ

名月」といい、芋類の収穫を祝う行事でもあるた

め、里芋やさつまいもなどをお供えします。 ブドウなどのツルもの

は、月と人とのつながりが強くなるという縁起のいいお供え物と言

われています。

　ことしの十五夜はお供え物を飾りませんか？

Recipi  さつま芋団子の黒蜜かけ

【材料】※４人分

白玉粉…80㌘　水…80cc程度　さつまいも…160㌘　砂糖…20㌘

塩…ひとつまみ　きな粉…適量　黒砂糖…40㌘　湯…20㍉㍑

きな粉…適量

本の世界 中央公民館図書室  ☎0966（43）2050　【平日】８：30～17：00　【土日・祝】９：30～17：00

暮らし・健幸

日本でいちばん美しい村
MdN編集部 (編)・エムディエヌコーポレーション

清らかな湧き水が流れる里、雄々しい山に抱か

れた集落、季節の花々が咲き誇る郷村、永い年月

をかけて作り上げた棚田、など、四季彩豊かな自

然と共存する美しい村の風景を厳選。旅行を計

画するときにもオススメです

ムーミン一家の海の冒険
トーベ・ヤンソン (著)など・徳間書店

美しいイラストで、小さい子からムーミンの世

界を楽しむのに最適なクラシック・ムーミン絵

本第４弾！物語『ムーミンパパの思い出』に出て

くるエピソードを盛りこんだ、楽しい絵本です

大人になったら行ってみたい!
世界のふしぎな風景図鑑
パイ インターナショナル （編)

視野を世界へ広げる新しい図鑑。世界各国のふし

ぎな自然風景や建築物約60点を寄りと引きの写

真で紹介します。地理・自然科学のふしぎ・名所な

どが学べ、調べ学習や自由研究にも生かせる１冊

バッタを倒すぜ  アフリカで
前野ウルド浩太郎 (著)・光文社

自分の婚活よりバッタの婚活!?現実を舞台にし

た異世界転生ストーリー。新書大賞受賞、25万部

突破の『バッタを倒しにアフリカへ』刊行から７

年。画期的な研究内容がベールを脱ぐ

保健師  東 和美

保 健 若いうちから骨粗しょう症予防

①食事

カルシウム（男女ともに不足）

骨の主成分。乳製品や大豆製品、小魚などを１日700㍉摂りましょう

ビタミンD（男女ともに不足）

日光浴や魚、きのこなどを摂取するとカルシウムの吸収を高めます

ビタミンK

納豆や緑黄色野菜などを摂取することで丈夫な骨を維持します。不

足すると骨折しやすくなります。「たんぱく質」や「ビタミンB群」も

丈夫な骨を作ります

　骨粗しょう症は、加齢や生活習慣などで骨密度が激減して骨がス

カスカになり、折れやすくなる病気となっています。女性ホルモンの

「エストロゲン」が大きく影響するため、女性に多いです。閉経後にエ

ストロゲンが低下すると、骨密度が低下して、骨粗しょう症を発症し

やすくなります。若い女性や男性でも栄養不足や運動不足、月経不順

（女性）などで発症することがあります。予防対策で骨を丈夫にしま

しょう。

■予防対策

②運動

ジョギングやウォーキング、階段の上り下りなど、骨に刺激を与えて

丈夫にします

③適度な日光浴

ビタミンDの80㌫は日光に当たることで

合成されます。過度な紫外線対策を避け

ましょう

④禁煙

喫煙は骨に悪影響を与えます。喫煙を続

けると骨密度が低下します

⑤骨粗しょう症検診（湯前町レディース

健診）

対象者：30歳以上の女性

自己負担金：700 円（70歳以上は無料）

時期：次は冬ごろを予定しています

場所：総合健診センターコスモ

参考：厚生労働省「スマートライフプロジェクト」

11,550

■人吉球磨ごみ分別アプリ

収集日の確認やごみの分別に困ったときなど、気軽に検索できます

iPhone用Android用

右のQRコードから

ダウンロード
※通信費がかかります
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B&Gだより

　７月27日に津奈木町で交流会を開催しました。湯前海洋クラブで

は毎年、津奈木町とカヌーやS
サ ッ プ

UP など海洋性レクリエーションを通

じて交流しています。

　湯前海洋クラブでは、蓑谷ため池やプールでカヌーやSUPの体験

をしますが、海での体験は初めて。慣れない波に揺られながらもバラ

ンスを取りながら漕ぎました。

『津奈木町との交流会』

B&G海洋センター  安井 佳奈

バランスをとりながらつながったSUPを渡る

青年団だより
真夏の暑さを吹き飛ばせ！球青協体育祭
　６月30日、球磨郡内の青年団が参加する「第49回球青協体育祭」

が開催されました！ジュースや青汁の早飲み競争、借り人競争など、

青年団の体育祭ならではのユニークな種目や、大縄跳びのような全

員が協力して挑む種目まで、団員一人一人が全力で頑張りました。今

回の体育祭では、新たに「青年団オリジナルタオル」を制作。今後もさ

まざまな活動で使用する予定です。体育祭の順位は昨年の６位から

４位に躍進しました。

広報部長  多田 恵太
《青年団公式Instagram》
@yunomaeseinendan

私たちと一緒に活動してみませんか？
就職などで初めて湯前町に来た人や、湯前町に久しぶ

りに帰ってきた人など、どんな人でも同年代の友達が

できたり、湯前町のことを知ることができたりする

チャンスです！主な活動は公式インスタグラムで発信

中。ぜひチェックしてみてください！

球青協文化祭　開催決定！
　９月７日、人吉カルチャーパレスで「第

57 回球青協文化祭」が開催されます。球

磨郡内の青年団員が合唱やダンスなど、

さまざまな演目を披露し合う、一年に一

度の特別な日です。ぜひ湯前町青年団や

球磨郡内の青年団の頑張りを応援しに来

てください！

　交流会では、地元協会の協力で競
せりふね

舟を

体験。暑さに負けず津奈木町の子どもた

ちと力と息を合わせて漕ぎ進めました。

初めての体験にも積極的に挑戦するクラ

ブ員。新しい発見に驚き、興味を持つ姿が

とても輝いていました！

Human rights

地域人権教育指導員  

窪田 龍
たつ き

記

私たちは湯前町民であることに誇りを持ち、豊かで明るく住みよい町にするために町
民憲章をここに定めます。

町民憲章

一.健康で心豊かなまちをつくりましょう

一.平和・勤勉・明朗なまちをつくりましょう

一.自然を人を郷土を愛するまちをつくりましょう

一.活力があり未来あるまちをつくりましょう

Town's People Charter 

撮影場所  湯前保育園

９月の表紙

８月３日、湯前保育園で夕涼み会を
開催。金魚すくいに挑戦し、たくさ
ん金魚をゲット。たくさん取れた喜
びを収めた１枚。微笑ましい姿は暑
い日々を和ませます。

金魚たくさん取れたよ～

災
害
意
識
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
…

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、各
地
で

大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。先
日
も
日
向
灘
を
震
源
地
と

す
る
地
震
が
発
生
し
た
ば
か
り
で

す
。県
内
で
も
地
震
や
豪
雨
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
、創
造
的
復
興

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。最
近
で

は
、皆
さ
ん
の
防
災
意
識
も
高
ま

り
、地
域
や
自
宅
で
、さ
ま
ざ
ま
な

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。本
町
で
も
備
蓄
品
の
整
備

や
防
災
・
減
災
の
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

も
し
大
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、

家
屋
の
倒
壊
や
火
災
・
電
気
・
ガ

ス
・
水
道
・
通
信
・
交
通
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
な
ど
、命

に
危
険
が
及
び
、食
料
や
水
の
確

つ
な
ぐ
ゆ
の
ま
え  

―
人
権
の
ひ
ろ
ば
―

▼
人
権
と
災
害

災
害
意
識
と
と
も
に
人
権
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

保
、医
療
的
ケ
ア
、安
全
の
確
保
な

ど
が
急
務
と
な
り
ま
す
。

人
権
問
題
へ
の
対
応

　
災
害
は
私
た
ち
の
生
活
に
大
き

な
負
担
を
か
け
ま
す
。親
し
い
人

が
犠
牲
に
な
っ
た
り
、不
安
を
抱

え
た
ま
ま
避
難
す
る
こ
と
は
、と

て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
。普
段
の

生
活
で
は
感
じ
た
こ
と
の
な
い
大

き
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

こ
と
で
、人
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
が
薄
ら
ぎ
、高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
人
、女
性
、子
ど
も
、外
国

人
、妊
産
婦
、病
気
の
人
な
ど
へ
の

配
慮
が
行
き
届
か
ず
、さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。あ
る
い
は
、不
確
か
な

情
報
や
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
な
ど

に
惑
わ
さ
れ
、心
な
い
言
動
が
拡

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、日
ご
ろ
か
ら
互
い

を
思
い
や
り
、周
り
の
人
を
大
切

に
す
る
心
を
持
っ
て
支
え
合
い
、

災
害
が
起
き
た
と
き
に
ど
の
よ
う

な
行
動
を
す
る
べ
き
か
を
考
え
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。地
域
に

お
い
て「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

を
強
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
「
災
害
」と「
人
権
」は
切
り
離
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。人
権
意
識

を
高
め
る
こ
と
も「
災
害
へ
の
備

え
」の
一
つ
と
い
え
る
の
で
す
。

仲間と協力して競争




